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第２５回新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

議事要旨 

 

日時：令和２年７月２７日（月） 午後６時 ～ 午後８時 

場所：８階 大会議室 

 

１ 開 会 

 

２ 議 題 

 

（１）講話「新型コロナウイルス第２波と自治体がやるべきことについて」 

防衛医科大学校病院 川名明彦教授  

 

（２）８月１日以降の市のイベントの考え方について 

◎健康推進部長 

・６月４日付 『緊急事態宣言解除に伴う所沢市が関係するイベント等の考え方』が７

月末をもって終了するため、８月以降の案を作成したので協議願いたい。 

・国・県ではイベントについて８月以降緩和する予定であったが、感染状況や専門家

の意見を考慮し８月末までイベントの緩和は行わず、現状（制限）を維持するとし

ている。 

・前回、埼玉県に準拠して作成するとしたことから、今回も同様の考え方とした。な

お、埼玉県は国の示した基準としていることから、国の基準に準拠しての作成とな

った。 

●決定事項 

健康推進部の案とする。 

 

（３）その他 

◆埼玉県ＬＩＮＥコロナお知らせシステムについて 

◎健康推進部長 

・埼玉県知事より『埼玉県ＬＩＮＥコロナお知らせシステム』の周知について依頼が

あった。埼玉県は接触確認アプリ（COCOA）との併用が有効と考えている。 
・このシステムは、不特定多数の人が利用する店舗やイベント等でその場にいた人へ

のお知らせができる。自治体が所管する施設やイベントでもシステムへの登録等を

お願いしたい。 
◎市長 

・接触確認アプリは個人同士、このシステムは施設と利用者を結び付けるもの。 
・感染者がスマホ等を所有していなくとも、利用した施設が判明すると登録した利用

者に対して感染者が発生したことを通知する。 
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・システムの有用性をあげるためには QR コードの掲示が必須となる。市の施設のみ
ならず、民間に対して広めることを各部が協力してお願いします。 

●決定事項 

市施設ではＬＩＮＥコロナお知らせシステムへの登録及び掲示を行う。 
市内店舗等へも周知し普及に努める。 
各部への通知については、わかりやすく修正し明日中に送付する。 

 
◆濃厚接触者について 

◎健康推進部長 

・濃厚接触者のPCR検査は必要と判断された場合だけであったが、現在は速やかに陽

性者を発見する観点から全員に対して実施されている。 

・ここで重要な点はPCR検査の結果が陰性であったとしても、14日間は健康状態に注

意を払い自宅待機が必要となること。 

・理由は PCR検査の精度が７割であることや、過去の症例で最終曝露日から 13日目

で発症したケースも少なくないことを保健所より確認している。 

・所属で濃厚接触者が発生し検査結果が陰性だったとしても、必ず14日間の自宅待機

を指示してください。 


